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は じ め に

陸奥湾におけるホクテガイの増養殖は,昭和40年代に入って種苗の確保か ら漁場管理までといういわ

ゆる栽培漁業としての着実を歩みをしてきた｡

しか しをが ら,昭和45年かE147年までの3カ年は天然採宙事業が大豊作と浸 り,陸奥湾内には多

量のホクテガイが地まき放流,垂下養殖にせわされたO

今年度は陸奥湾内-のホクテガイの収容量と,これらの成長状況の追跡を行怒った｡これと同時に,
海底におけるホタテガイを対象にした定量撮影装置,定量採集装置,海底層直上の採水装置等調査機器

の試作を行そったo

将来はホタテガイの地まき,垂下養殖場をどのように管理するか ? 適正を密度はどの程度か ?増奉

殖の年限はどの程度が適正か等を明らかにして,今後のホクテガイ漁場管理1の指針を碍たいと考えて

レゝるo

＼

調 査 方 法

1. 天然採苗事業の推移 '.当所 (青森県水産増殖センター)の資料によった｡

2. 養殖経営体と養殖数量,漁獲状況 :当所が各組合-アンケート調査した結果および青森県統計に

によった0

3.種苗としての県外稚月移出 :岩手県漁連および当所の資料によった｡

4, 年度別養殖数量,地せき放流と垂下養殖の割合,昭和42年産月と45年産月の成長状況 :当所

の調査によった｡

5. 病害等の発生状況 :当所の調査および宮城県水産試験場.岩手県水産試験場および岩手県漁連の

資料によった0

6･ ホタテガイ増養殖の実態 :各組合,支所からの聞きとDによった｡

調査結果および考案

1. 天然採苗事業の推移

これまで当所の事業概要書にも報告したが,昭和41年以降のホクテガイ天然採苗事業の推移は第1

表に示したとお りである｡
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第1表 陸奥湾におけるホクテガイ天然採苗事業の推移

昭.41 昭.42 昭.45 昭.44 昭.45 昭.46

昭.471.組 合.,支 所 数 15 15 25

27 29 29 292言総 統 数 (疏) 101 228 685 1,00

0 2,049 2,067 2,1445.線 網 延 長 (m) 5,050 15,290 78,528 116,8

48 248.880 555,440 2.78,5004.付 着器 総数 (個) 52,160 97,520 504,996 582

,0811.512,540 2.486,290 2,058,5005.等 君主芸削 (価)

201 1,012 2,08? 405 10,124 10,752 51.0256.付着雅兄総数 (万個) 541 1

7,627 89,251 22,9051,572,549 5,828,548 5,820,5657. 中間育成予想数 (万個) 106 10,217. 40,450 8,845 510,587 1.998,995 5,158,

0518.中間育成実施数 (万個) 99 7,500 55,248 8,522 159,555

2〔治,751 95,1099. 中間育成削合(8/6×100多) 29.1 42.5 59.5 57.2 10.1

5.5 1.610.利 用 率 (8/7×100㈲ 95.8 75.4 87.2 196

.4 51.2 ■10.4 2.92.養殖経営体と養殖数量,漁獲状況養殖経営体と養殖数量および漁獲状況は第2表に示した｡経営体,数量とも昭和42年

頃か ら倍増しており,これにともをって漁獲の方も大巾に増加している｡ここでの漁獲は地せき放流と垂下養殖の合計であ

る｡第2表 採苗,養殖経営体数,垂下蕃殖数量と漁獲状況一年度事項 昭.58昭.5

9昭.40昭.41昭.42昭.45 昭.44 昭.45 昭.46 昭.471.採苗経営 体

数 1 5 15 20 128 566 600 1,078 1.650 2,0172‥垂下

養殖経営陣数て… 1 5 15 20 74 200 566(堤2,654 829 1,522 1,8545.垂下養殖数量 (万個) 0.5 5 15 1bo 210 2,?65 7,807 15,224

28,8104.ホタテガイの漁獲量(t) 457 215 285 715 1,781 1,125 5,956 ll.77

0 8,621.24,0〔B5. 〝 金額 (億円) 0.4 0.2 0.5 1.0 2.2 2.0 8.2 17.5

16..5 54.9G･;グループ ,級 , 組合3 種苗としての県外移出状況

県外-の種苗としての移出状況は第3表のとおりで,岩手県-の移出が大部分と在っている｡第3表 陸奥湾から他道県への種苗移出状況

●事項 年産 昭.411

昭.42 昭.45 昭.4A 昭.45 昭.46 昭.471.岩 手 県 (万個) 97 502
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4.年度別養殖数量,地せき放流と垂下養殖の割合,昭和42生産月と45年産月の成長状況

(1)年度別養殖数量,地せき放流と垂下養殖の割合

これについては第4表のとおりと在 り,昭和42,43,44年の3カ年にはおおよそ6億個のホクテ

ガイが陸奥湾に現存し.昭和45,46年.47年の3カ年にはおおよそ 41億個のホクテガイが現存した

ものと考えられる｡ もちろん,これらは中途で漁獲された り自然死亡 したものもあろう.

このように昭和42年産月と昭和45年産月が成育してきた背景は苦るしく異そり,じつに後者では前者

の約7倍の現存量のもとで成育してきたとみそすことができるo

昭和47年に至って地せき放流の数量が激減Lたのは,昭和45年産月の成長が悪かったために地 せ

き放流する場所が不足したこと,昭和45年,46年月を高密に放流 した り,一部を放流不適地に放流 し

たとい う弊害を再びくり返すせいとする配慮のためであろう｡

一方,垂下養殖については既に第1,2表で述べた様に,採苗稚月の増加,養殖経営体の増加等の背
景下で,その数量は次第に増加傾向を示し,昭和47年には地せき放流と垂下養殖の比率は62:58と在

った.このようを傾向は今後益々強まる ものと思われる｡

第4表 年度別養殖数量および地でき'垂下の割合 (単位 万個)

項目 牢慶 昭.42顎 昭.45 昭.44 昭.45戦⊂) 昭.46 昭.47

昭.480地 せ き 放 流 5.214 52,418 △7,ロoo8,COO 119,718 155
,110 46,888垂 下 善 殖 . 210 2,265 2,654

7,807 15,224 28,810異 唐 発 生

0 0 045,000 5,000 0そ の他

の残存 月 1,000 1.000 1.000- 0 0 0計 6,424 55,685 18,654 172,525

169,554 75,6985 カ 年 合 計 60,761 417,

552地 ま き :垂 下 96:4 94:6 85:15 94:6 92:8 62:58

tli年産月を ⊂)年2月に測定∠ゝ 北海道からの移入月(2)昭和42年産月と昭和45年産月の成長

状況の比較昭和42屯 45年の春に採苗されたホタテガイについて,その成長状況とC.f. (
肥満度)を示したのが第5表である｡ これ らのホクテガイはともに満 3年を迎えようとしている2月に測定

された ものである｡45年産月は42年産月にくらべて ,その成長状況は全てにおいて劣っており,特に軟体

部重量.壁殖巣重量の減少は苦るしいものであった｡軟体部重量では昭和 42年産月のそれを100として

昭寿D45年産月の指数をみると,垂下養殖では 54-71とを り,地せき放流では41-74と在った｡

同 じように,生殖巣重量についてみると,垂下養殖では 42-71とをD,地せき放流では29-67と在っ

た｡このように軟体部重量,生殖巣重量ともに昭和42年産の半分以下のレベルまで落ちこんでいることが認めら

れた｡次にC･f･についてみると,昭和42年産月では40-53であ り.昭和45年産月では33-42
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第5表 ホクテガイの成長状況と肥満度 (C.f.)
(測定は昭45,昭48の2月)

項目奉皮場所 S/Len) T.&t.(g)S.ち.wt.(g)0..wt.(g)S.B.wt.X100T.wt. (顔 C.∫.-S('sB.'L?,t3'A.000S.B.wt.の比45- ×100(勿4242 45 42 45 42 45 42 4

5 42 45 42 45奥 内 '(…TT,' 15. ll.912.7 294191250 127 6990 51 1

522 45 56● 50 4148 5471蟹 田 (垂下) 12.2 224 79 12

55 44蓬 田 (垂下) ll.9 202 74● 12 57 44(垂下)浦 円(地せき) 15.215.09.6 19828090 92 1̀07..58

14 285 46 5842 IJ40 4945 41滑水川 (垂下) ll

.4 175 66 15 58 45野辺地(地まき) 12.110.9 208

126 94 46 26 9 45 57 50 56 49(地まき)むつ市(地せき) ll.89.2 15585 6527 154 4255 59さ5

川 内(地せき)(地せき) ll.6ll.09.5 20217195 82

6156, 21 146 41 5658 55 4658 7444脇野沢(地せき) ll.5 141 551 ll ● 58

第5表か ら全重量と軟体部重量の関係を図示したのが第1図である｡昭和45年産の垂下養

殖のホクテガイは昭和42年産の地せき放流貝のレベル壇で落ちこんでおり. 45年産の

地せき放流月は全重量,軟体部重量とも低いレベルと浸った｡このため第5表に示したように,全重量

に対する軟体部重量の比は昭和42年産月が 41-46(胸であったものが昭和45年産月では 35

-42(Aと低下した｡をか第1

図は,垂下養殖月が地まき放流月より殻重量が重いとい うことを示してV､る｡このようを成

長阻害は,多分単位面積当りの放流数量の増加および漁場全体-の放流量の増加によるためと推定され,その一部については別乳 ｢資源調蚕

｣のところでもふれたが,その詳細についてはをお将来充分を検討を必要とするOせた.既に述べた

ように昭和45年産貝は軟体部重量,生殖巣重量が苦るしく減少していた｡A･N･S㌫tr･y(1968)がアメリカのべイスキャロツブAeq払ipecten.i- dianp L
AbLARCK で報告しているように,餌の不足は卵形成を阻害すると考えられ,もし

これが事実とすれば,今後のホクテガ4)産卵や浮遊幼生に何等かの悪影響を与える可能性も考えF

'れ問題と在るであろう｡･これE,の問題については今後大いに検討を加
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陥没)が見 られる｡特にフクロムシは寄生の頻度が高ま り,場所も拡大 し,かってのように地ま き放流月

のみでは貴く垂下養殖月にも見E,れるようにをってきた｡

これ F'の害敵 ,病害等について他県の状況 とともに整理 したのが第 6表である｡

また陸奥湾におけるポ リドラ,フクロムシの増加が,単に宿主であるホクテガイの数量が増加 したた

めか,ホクテガイの活力低下がそれ らの寄生を容易に.したのか,あるいは別を要因をのかについては今

後の研究にまたねば浸 らないであろ う｡

第 6表 ホクテガイの 病 害 の 例

症状ポリドラ ボイル後の 貝殻の網目 月 穀 周 縁. フ
クゴムシ場所 月柱 異 状 状 の 異 変

部 の 異 状 の 寄 生陸 奥 湾 j(青森)

+ + + + +岩 '手 .県 + + ◇

宮 城 県原 因 , 対 策 ◇ ◇ + + ◇+ + - -

+ あ り (わか ってる) をh ◇

不明6･ 海底定量撮影装置の試作とこれに よる二,三の観察戦写真 1のようを装置を試作 し,

ホクテガイの観察を行在った｡ この装置で撮影 したのが写真 2であも写真 3は筆者の一人である青山が スキュ

ーバ潜水で撮影 した ものであ り,ここでの生息密度は 1TTl'当b72-85個であ り,全重量は 3,216-3,797g,月穀重量は

2,064-2,437g,軟体重量は 696-822gであっ允｡撮影装置は操作が容易であ D,

写真 2の ように底質の状況や生息密度,大 きさの判定が可能である｡今後,ホクテガイの各種の調査にとって大

きを武器 と在る ものと思われる｡写真

3 ホクテガイ異常発生場所(むつ市中

野沢水深10品2)(77.10.3 青山技師撮影 ニコノス, コダック使用) i∃■TiJl区画は2cm写真 2 ホ タ
テガイ異常発生場所'- (む つ市角達水深 9cm)(4 7.10.
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写真 l 海底定
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冬9))

量

0 20 40 60 80 100 12
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第 7 表 ホ ク テ ガ イ 増 養 殖

調 査事 項市町村漁協,支所 放 流 漁 場の 水 沫 垂 下 養 殖漁場の水深 共同漁業権内に.おける垂下養殖利用状況設 置場 所 設置可能で未利用 (勿 設置不可能匝)

(m) %) ㈱平館村 野田,今津,平館 野8EE～#幣 25

- 51 50 10 49磯 山 25- 50 40

do船 岡 25- 50 80 0 2

0蟹 田 町 塩 越 10- 20 15- 5

8 70 0 5010- 20 15- 54

55 0 45蓬 田 村 蓬 田 6- 15 15

- 55 87.5 0 12.5青 森 市 後 潟 ′8- 55 27- 58 70

0 50奥 内 ll_～ 22 15-

50 100 0 0油 川 14- 2

6 12- 55 60 0 40沖 館 12- 24 16- 22 60 0

Ao青 森 15- 22 22- 25

70 0 50進 通 10- 25

26- 27 75 0 25原 別 6- 27

20- 50 100 0 0野 内 10- 50 25- 50 80 D
20久 栗 坂 6- 20 20- 55 9

5 0 5平 内 町 土 屋 5- 40 22-

40. 60 50 10茂 浦 5-

45 20- 45 50 40 50浦 田 7- 47

27- 48 100 0 0東 田 沢 7-

48 18- 48 80 0 20小 湊 12- 55 25- 55- 100 0 0

清 水 川 5- 50 20- 57 80 0 20

野辺地町 野 辺 地 5- 50 20- 55
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の 実 態 昭和47年 6月現在

垂 下 と 放 流 標 準 的 を 垂 下 養 殖 施 設 の 規 模

設 置 統数 放流漁場との重をb 幹 綱 長 垂 下 個 数 た て ×横 ,面積 1m'当りの

収容個数個(*) (統) (顔 (m) (万

個) (適 , (ha)556 0 0 100 2.

0 500×50 1.5 1.5155 0 0
90 1.7 25oX40 1.0 1.7207 0 0 80 1.68 250×40 1.0 1.68

600 20- 5 100 2.4 200×50 0.6

4.0151 50 52 150 2.4 250×5

0 0.75 5.2400 0 0 100 1.2 29

6×5.0 0.89 1.5800 500 58 100

1.5 294×50 0.88 1.71,444 0 0 50 1.0 246×50 0.74

1̀4920 0 0 150 2.0 282×25 0.7

2.927 0 0 70 1.4 198X5

0 0.6 2.5.100 50 50 100 1.5

296×50 0.89 1.525 0 0 100 1.

0 296x50 0.89 1.160 60 100 1

00 1.4 248×25 0.62 2.5500 50

1●0 100 0.7 296x50 0.89 0∴81,000 50 5 100 1.5 294×25 0.7 2

.1250 180 72 100 1.0 500×15 0

.45 2.2150 150 100 200 5.0 4

00×20 0.8 5.8642 642 100 200 2.0 500×45 2.2 0

.9112 112 100 200 2.0 40

0×50 2.0 1.0910. 200 22 150

2.0 150×15 0.22 9.01.181 1,1

81 100 150 2.25 500×50 1.5 1.50 0 0 -




